
                

鹿島市教育委員会会議録（１０月定例会） 

 

１ 開会、閉会、休憩の年月日時刻 

 （１）開会   令和７年１０月１日（水） ８時５５分 

 （２）閉会   令和７年１０月１日（水） ９時５５分 

 （３）休憩   令和  年  月  日  時  分～  時  分 

 

２ 出席及び欠席委員の氏名 

 （１）出席  吉牟田一広教育長   

池田正明委員   吉田美砂子委員 

岡田和人委員   山口知子委員    

    

欠席  なし 

 

３ 委員及び傍聴人を除き、議場に出席した者の氏名 

・江頭教育次長          ・山口生涯学習課長 

・山﨑人権・同和対策課長     ・加藤指導主事 

・堤指導主事           ・寺山給食センター所長 

・迎教育総務課課長補佐      ・江島生涯学習課課長補佐 

・三原教育総務課課長補佐     ・峰松生涯学習課課長補佐 

 

４ 会議に附議した事件の題目及びその内容[担当課長等説明] 

  

【議案第２６号】 

令和７年度鹿島市教育委員会表彰について 

 

（内容） 

令和７年度鹿島市教育委員会表彰者として別紙候補者を具申しますので、 

鹿島市教育委員会表彰規程（昭和５３年教委訓令甲第１号）第５条の規定 

により委員会の議決を求める。 

 

（質問事項等） 

池田委員：表彰と感謝状がありますが、感謝状の基準について教えて下さ

い。 

事務局：表彰には教育行政関係、学校教育関係、スポーツ関係、学校保健

関係など７つの区分がありますが、感謝状にも同じ７つの区分が

あります。例えば、スポーツの成績では表彰は全国大会、感謝状

は九州大会で優勝、準優勝、また寄附金では表彰は５０万円以上、

感謝状は２０万円以上５０万円未満など、その他表彰規準には満

たないが功績があるものが該当しています。 

池田委員：記念品はどのようなものですか。 

事務局：額縁に入った、彫刻の浮立面です。 

    



                

※提案どおり承認【全員承認】 

 

【議案第２７号】 

鹿島市立小学校の学校医の委嘱について  

 

（内容） 

鹿島市立小・中学校の学校医、学校歯科医及び学校薬剤師に関する規則

（平成１２年教委規則第２号）第３条の規定並びに鹿島市立学校職員安全

衛生管理規程第７条第２項の規定により、学校医を委嘱したいので、委員

会の議決を求める。 

 

（提案理由） 

明倫小学校の学校医２名のうち１名の辞職に伴い、学校医１名を新たに 

委嘱したいので、この案を提出する。 

 

（質問事項等） 

  山口委員：新任の学校医はどこの医療機関の方ですか。 

事務局：中村医院の先生です。 

   

※提案どおり承認【全員承認】 

 

５ 承認事項 

【鹿島市教育委員会９月定例会議事録の承認について】 

 

※承認。[全員承認] 

 

６ 協議事項 

なし 

 

７ 報告事項 

・鹿島市議会令和７年９月定例会の報告について 

 

（質問事項等） 

  岡田委員：図書館入口にテーブルと椅子がおいてあり、勉強している子、 

ゲームをしている子などいますが、場所が少ない。スペースは

あっても子どもがいつでも使える居場所がないと感じます。も

っと開かれた雰囲気があればいいと思います。 

  山口委員：子どもたちは体力があり自転車で遠くまで移動することもあり、

途中に休憩する場所があるといいと思います。 

 

８ その他委員会において必要と認めた事項 

・１０月の学校行事等について説明 

 

（質問事項等） 



                

池田委員：佐賀市では給食費無償化について、市内の小中学校だけでは

なく支援学校や付属小学校も対象とすることについてされて

いますが、鹿島市ではどのような議論がされていますか。 

事務局：鹿島市では小学校６年生、中学校３年生の無償化を行っていま

すが、アレルギーがあり弁当を持参している児童生徒、市外の

県立学校や私立の学校に通っている生徒への対応など、今後検

討していくべき課題があります。国の無償化に関する動きを注

視しながら取り組んでいきます。 

岡田委員：保育園のことになりますが、３歳未満児の保育料が高すぎる

と思います。両親が働くためには預けなければいけませんが、

何のために働いているのか、保育料のために働いているような

現状はおかしいので、今後負担が軽減できるような制度になれ

ばと感じます。 

事務局：現状では、入学準備金など生活が困難な世帯に対する支援とな

っています。子育てに関しては、それぞれの所管があっても全

体で考えなければならないと思っていますので、今後議論をし

ていきたいと思います。 

 

 

  鹿島市教育委員会 

  教育長              

                          令和７年１０月１日 


